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WEEKLY NEWS 
 6月1日(木)から 「日・ＥＵフレンドシップウィーク」 

 クイズやクッキングレッスンなどでEUを身近に！ 
 

 関西学院大学ＥＵ情報センター（ＥＵi）とＥＵＩＪ関西は６月１日（木）
から３０日（金）に日本とＥＵの交流イベント「日・ＥＵフレンドシップウ
ィーク」を開催します。 

 ＥＵiは欧州連合が世界中に展開するＥＵに関する情報を提供す
るための情報拠点です。 

 イベント期間中は、クイズ、パネル展示、ＥＵクッキングレッスンな
どを行います。 

※一般参加可。申込み不要、無料。（ＥＵクッキングレッスンには申
込みと参加費が必要） 

 
【ＥＵクイズ・ＥＵを知ろう】 
 期 間：２０１７年６月１日（木）～６月３０日（金） 
      （ただし日曜日、６月１０日（土）を除く） 
 時 間：平日８：５０～１６：５０ 土曜８：５０～１２：００ 
 場 所：関西学院大学西宮上ケ原キャンパス産業研究所 
      （大学図書館３階） 
 解答者には先着順でＥＵグッズをプレゼント。 
【パネル展示】 
 期 間：２０１７年６月１日（木）～６月３０日（金） 
      （ただし６月２５日（日）を除く） 
 テーマ：『ＥＵ加盟国の絵本』 
 場 所：西宮上ケ原キャンパス 大学図書館エントランスホール 
【ＥＵクッキングレッスン】 
 日 時：２０１７年６月２５日（日）１０：００～１２：００ 
     （受付９：３０～） 
 テーマ：ＥＵ加盟国の料理を学ぼう 
 メニュー：シンケン・フレッカル（ハムとパスタのグラタン）（オースト

リア） 
       ピンクポテトサラダ（エストニア共和国） 
       エッグレモンスープ （キプロス） 
       パンナ・コッタ （イタリア） 
 場 所：兵庫栄養調理製菓専門学校 
 参加費：１０００円（当日持参） 
 申し込み：受付期間中に名前、所属、連絡先（電話番号と、E-mail

アドレスまたはＦＡＸ番号）を明記のうえ、産業研究 
        所ＦＡＸ（０７９８・５４・６０２９）または

cooking2017@kwansei.ac.jpまでご連絡ください。 
        先着順 定員４５人。 
 受付期間：６月１５日（木）まで（定員に達した場合は受付期間中

でも締め切ることがあります） 
 
■問い合わせ：関西学院大学ＥＵ情報センター（産業研究所内） 

TEL ０７９８・５４・６１２７ 
■主 催：EUインスティテュート関西（EUIJ関西） 
      関西学院大学ＥＵ情報センター（EUi） 
■後 援：駐日欧州連合代表部、西宮市 
■協 力：兵庫栄養調理製菓専門学校 

５月２６日（金）からフェアトレード商品を販売 
仕組みや商品の良さも伝えて普及活動も 
 
 須原千晴さん（総合政策学部3年生）は、フェアトレードの推進
活動をするサークル「Fair Trade“ FROM”」の代表として活動

しています。５月２６日（金）から７月まで、神戸三田キャンパス
の大学生協で、フェアトレード商品の販売を開始します。今回、
販売する商品は「people tree」のチョコレートやドライマンゴー、

「ヴィタモント」のミックスジュース、「ココウェル」のリップクリーム
など７品で、２００円から６００円で設定しています。 
 須原さんは、中学生の頃に、貧しい生活をする人たちの手助
けを海外でしたいと考え始め、そうしたボランティアに参加でき
るチャンスの多い関西学院大学に進学しました。しかし、大学
に入って何かボランティアを始めようと考えると、どうしても「手
助けをしてあげる」という上からの目線で自分が考えていること
に気づき、違和感を持ちました。そんな時にフェアトレードにつ
いて知る機会があり、調べてみると、ボランティア活動よりもフ
ェアトレードの方が発展途上国の人と対等な気持ちで自立に貢
献できると思い、“FROM”で活動することを決めました。 
 現在は、７人という少人数で活動しています。フェアトレードに
関係するイベントに参加して他団体との交流の中で学びを深め
たり、より多くの人に活動を知ってもらうための講演会や、高校
での授業もしています。 
 昨年の出張授業では、代表を務め、どうすれば高校生に理解
してもらえるのかを考えながら準備を進めました。複雑な仕組
みを分かりやすく伝えるために、チョコレートなどの身近な商品
を例に出して説明し、生産者と原料や商品を買いたたく中間業
者を演じる寸劇をしたり、高校生にも参加してもらうワークショッ
プを行ったりと工夫を凝らしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       昨年、高校生に出張授業した時の様子 
 「活動を通して感じることは、フェアトレードの知名度がまだま
だ低いということ。またフェアトレードの商品がどうしても割高に
なることが多いため、仕組みと商品の良さをしっかり伝えていく
ことが大切だと感じます。課題は多いのですが、今後、少しでも
多くの人に仕組みを理解してもらえるよう活動したい」と意気込
んでいます。 
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